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さくら再生プロジェクトについて （資料 3-2） 

 

１ 事業概要 

(1) 経緯 

大池公園のさくらは、昭和４８年（１９７３年）の供用開始以降、市民の約３割

が「誇れる名所」として認識するなど、本市の代表的なさくらの名所（８種７５６

本）となっているものの、近年、樹勢の衰えが目立ってきたことから、令和２年度

（２０２０年度）に現況調査、樹木診断、市民アンケート調査及びワークショップ

意見に基づき「大池公園さくら再生ワークショップ基本計画」を策定しました。 

さくらを次世代に引き継ぐための基本方針としましては、市民参加により、既存

のさくらの手入れを行い、「樹勢を回復」して延命しながら、少しずつ、計画的に次

世代のさくらに「植え替え」ていくこととしています。 

なお、植え替える場合は、エリアごとにテーマを設定し、開花時期の異なる種類

や、シンボル的な景観演出など、さくらの「魅力アップ」を図っていきます。 

(2) 実施状況（市民ワークショップ及びボランティア活動） 

令和３年度（２０２１年度）から、大池公園のさくらを市民が愛着を持って次の

世代に引き継いでいくことを目的として、樹木医の指導のもと、市民参加による施

肥や支障木の伐採等、「樹勢回復」のための手入れを行っています。 

令和４年度（２０２２年度）実践活動の記録 

開催日 内  容 参加人数 

11 月 12 日（土） さくらの周りの支障木や枝の伐採 13 人 

12 月 3 日（土） さくらの健康状態の確認 20 人 

2 月 18 日（土） さくらの施肥 15 人 

3 月 4 日（土） さくらの施肥、さくら巡り看板設置 12 人 

4 回開催  延べ 60 人参加 

令和５年度（２０２３年度）についても、４回開催を予定しております。 

また、令和４年度（２０２２年度）からは、新たに市民ボランティアの募集を行

い、支障木の伐採や施肥等の作業も行っていただいており、延べ７７人の方に参加

していただいております。 

その他、一般市民による実施が困難な大径木の伐採、高枝の剪定、土壌改良等の

作業については、造園業者により実施しています。 
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さくらの樹勢回復作業の進 状況としましては、令和３年度（２０２１年度）か

ら令和５年度（２０２４年度）までの３年間で、桜まつり会場周辺のさくら約１６

０本を対象に実施しております。 

さくらの樹勢回復作業の記録 

 作業実施さくら本数（本） 市民参加人数（人） 

年度 
施肥 

（単年） 

支障木伐採

（累計） 
ワークショップ ボランティア活動

令和３年度 

（２０２１年度） 
６０ ３０ ４６ - 

令和４年度 

（２０２２年度） 
１６０ １３０ ６０ ７７ 

令和５年度 

（２０２３年度） 

１６０ 

（予定） 

１６０ 

（予定） 

６０ 

（見込み） 

８０ 

（見込み） 

↑ 
公園全体のさくらの内、２２．８％（１６０本／７００本） 

 

大池公園全体のさくらの本数は、約７００本あり、これまでの３年間では、全体

の４分の 1 にも達していない状況です。全体の樹勢回復を進めるには、まだ多くの

手間と時間がかかりますので、ボランティアの育成と活動の継続が必要となります。 

今後は、老木化が進んでいることから、「樹勢回復」を進めるとともに、計画的に

次世代のさくらへの「植え替え」に取り組んでいく必要があります。 

令和６年度（２０２４年度）には、展望台の南側のエリアに、次世代の桜として、

病気に強い品種の「ジンダイアケボノ」を市民の皆様とともに植栽する計画をして

おり、シンボル的な景観として、池越しの水面に映る眺望の魅力向上を図りながら、

市民の誇れる大池公園の「さくら」を未来へつないでまいります。 

２ 添付資料 

・ワークショップ基本計画 

・ボランティア・ワークショップ参加者募集チラシ 

・ボランティア作業状況 

・ワークショップニュース（ 8～ 11） 


























